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CTデータの姿勢を変更しよう

レンダリング方法をサーフェイスにします。
[メインコントロール] から  [ボクセル回転切出]  をクリックすると、青緑色の切り出し範囲が表示されます。

CTデータの姿勢を変更した状態の連続断面画像を作成することができます。

切り出し範囲
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切り出し領域に合わせてオブジェクトを回転します。

オブジェクトがはみ出さないように、切り出し領域を調整します。
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[オブジェクト回転時に切り出し領域も回転] にチェックを入れ、併せて [ツール(T)] の [回転(R)] を開きます。

ボタンを押し、90°ずつ動かしながら、オブジェクトが切り出し領域からはみ出さないよう調整します。
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[画像出力] を実行し、 [OK] をクリックします。

保存先を指定して、 [OK] をクリックします。
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保存した連続断面画像から、姿勢が変更されたCTデータを表示することができました。
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